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Ｑ4.町から犯罪をなくすために．--番重要なのは？

防犯情報の提供地域コミュニティーの構築

評

第
十
一
一
回
「
崩
れ
た
ら
、
積
も
う
。
壊
れ
た
ら
、
ま
た
作
ろ
う
。
」

巻
頭
コ
ラ
ム

､２qｆ

雌‘凱棚にするに雌う軌|肌1と馴諦力)？
県民１３０人巻頭アンケートVol､１６

腸傍侵表紙よりつづき
⑨｡｡③｡⑤①⑧｡。｡｡０，⑨、●｡｡●⑨●●。⑤

Ｑ２､あなたの町は安心して暮らせますか？

る

わか 安心
22.496

】｡｡｡｡⑤⑧｡｡｡｡｡｡｡｡⑥｡⑥｡｡｡｡｡｡【、

『
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
考
え

題
し不安
､9％

｡｡｡｡｡｡｡｡｡｡、｡｡｡｡⑨⑨②｡●｡｡｡｡⑧

Ｑ3.子どもの安全を守るために-番必要なのは？

わからない

ロール

子ども1１
８

校
|ﾁもへ0靴

－ノ

街頭紙芝居を続けている人を取り上げた記事を

思い出す。小学１年生の少女殺害事件以降、近づ

こうとする子どもの手をつかんで足早に遠ざかる

母親が増えたから、「変なおじさん」に見られてい

るのかなあ、というつぶやきが載っていた。メデ

ィアからは、子どもの安全確保を題材にした報道

が多くなった。

「子どもを地域で守る」という提案がされる一

方で、「自分の子どもは、自分で守れ」と自治会役

員から言われ、仕事を抜けて迎えに行っている父

親を新聞は報じていた。子どもにも安心．安全な

社会をつくる努力を、「自己責任」という言葉で逃

れようとするなら、社会はもっと疲弊するだろう。

「油断！」で有名な堺屋太一さんは、早くから

講演や著書で２１世紀の日本社会が優先して取り組

むべき３つの政策課題を挙げられている。「環境」

｢安全｣、そして「子ども｣。先日、「おうみＮＰＯ

活動基金」の助成金採択団体の人たちと話す機会

があって、採択されたどの取り組みも、この３つ

のキーワードのうち２つ以上を含んでいることに

気がついた。これら３つの課題は、これまでの日

本社会を形作ってきた人々の倫理観や生活文化が

崩れてきていることの表れとして、私たちに見え

るようになってきたのだろう。

市民がＮＰＯで取り組もうとするのは、社会の

仕組みが崩れるのをつなぎ止めようとしたり、い

ま一度仕組みを作ろうとしていることなのだ。だ

からこそ私たちは、これらの取り組みが、多くの

市民に理解と協力を得ることができるよう、努力

しなければならないと考えている。

ぜひ参力

アンケート：携帯情報メール発信会社「j2メール」協力
県民：130名（回答数）男性44名女性SB名性別不明１８名
10代…1名２０代…19名３０代…38名
40代…34名５０代以上…14名年齢不明…24名

参加しないが賛成
53.9％

ー

Q5.町を自分たちで守る自主防犯組織を作るとしたら？

Ｌ

〆

ＣＯ鯛施ＩＷＳ
巻頭コラム、アンケートから考える

崩れたら､積もう。

壊れたら､また作ろう。………⑪
特集･Oh1Me1Eyes
NPO法人の事業報告と情報公開…e

KlRARl☆INTERVIEW…⑤
私たち｢きらり｣輝いています1NPO

eNPO法人西大津駅周辺防犯推進協誰会(地域）

、びわこダルク(社会）
●NPO法人子どもの虐待防止

ネットワーク･しが(CAPNeS)(福祉）

がんばれ!NPO応援団…⑰
【めとてと☆コラボ】

【おうみﾈｯﾄ講座･寄付を考えるＶｏ1.3】

【おうみ未来塾リレーエッセイ】

【NPOホームページ探検隊】

行って来て見て情報ＢＯＸ
３月･４月……………、

（
「
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
考
え
る
」
は
、
今
号
で
終
わ
り
ま
す
。
）
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事
務
局
ス
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フ
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Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
は
、
毎
年
事
業
年
度
終
了
後
か

ら
三
か
月
以
内
に
事
業
報
告
書
等
を
所
轄
庁
に
提

出
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
特
定
非
営
利

活
動
促
進
法
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
）
に
定
め
ら
れ
て
い
る

こ
と
で
、
所
轄
庁
に
提
出
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ

ら
事
業
報
告
書
等
を
法
人
の
主
た
る
事
務
所
内
に

備
え
置
き
、
請
求
が
あ
れ
ば
公
開
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

な
ぜ
こ
の
よ
う
な
し
く
み
が
あ
る
の
か
と
い
う

と
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
事
業
内
容
な
ど
に
関
す
る
情

報
を
広
く
市
民
に
提
供
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
事

特集

言
Ｎ
Ｐ
Ｏ
悶
悶
型

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
な
る
と
、
毎
年
事
業
報
告
書
を
つ
く
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
面
倒
だ
」
と
い
う
意
見
を
と
き
ど
き
耳
に
し
ま
す
。

書
類
づ
く
り
に
手
間
を
取
ら
れ
る
よ
り
も
実
際
の
事
業
に
力
を
入
れ
た
い
、
そ
う
考
え
て
任
意
団
体
の
ま
ま
で
活
動
を
続
け
る
市
民
活
動

？

団
体
も
あ
り
ま
す
。

法
人
に
な
る
か
な
ら
な
い
か
は
団
体
が
そ
れ
ぞ
れ
の
事
情
に
あ
わ
せ
て
判
断
す
る
こ
と
な
の
で
す
が
、
や
っ
か
い
も
の
と
し
て
と
ら
え

ら
れ
が
ち
な
事
業
報
告
書
の
提
出
義
務
を
、
情
報
公
開
と
協
力
者
確
保
の
視
点
で
、
前
向
き
に
と
ら
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ

一
次
ぺ
Ｉ
ジ
ヘ
つ
づ
く

ｼＯｌｒｌｌＭＳＥｙ己三

●
事
業
報
告
書
等
の
提
出
と
公
開
制
度
●

業
が
適
切
に
運
用
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
等
に
つ

い
て
市
民
相
互
の
チ
エ
ッ
ク
に
よ
る
自
浄
作
用
を

期
待
し
た
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
行
政
は
主
に

情
報
公
開
の
た
め
の
窓
口
と
し
て
の
役
割
を
担
い

ま
す
が
、
活
動
内
容
に
つ
い
て
細
か
に
監
督
。
指

導
す
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
活
動
内
容
に
つ

い
て
は
、
第
一
義
に
は
市
民
に
よ
る
評
価
・
チ
エ

ッ
ク
に
委
ね
る
と
い
う
方
法
が
と
ら
れ
て
い
る
の

で
す
。事
業
報
告
書
等
が
公
開
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
市
民
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
活
動
を
あ
る
程
度
知
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
自
分
が
応
援
し
た
い
活
動
を
し

て
い
る
か
ど
う
か
、
活
動
に
参
加
す
る
か
、
会
員

に
な
る
か
、
寄
付
を
し
よ
う
か
ど
う
か
、
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
て
も
大
丈
夫
だ
ろ
う
か
、
公
開
さ
れ
た

情
報
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
信
用
性
を
判
断
す
る
一
つ
の
材

料
に
な
り
ま
す
。
好
ま
し
い
活
動
を
し
て
い
る
と

判
断
さ
れ
れ
ば
、
協
力
者
も
増
え
、
顧
客
も
増
え
、

活
動
も
発
展
す
る
で
し
ょ
う
し
、
好
ま
し
く
な
い

活
動
を
し
て
い
る
と
判
断
さ
れ
れ
ば
、
協
力
者
は

減
り
、
顧
客
も
減
り
、
活
動
も
停
滞
す
る
で
し
ょ

う
。
行
政
の
指
導
で
は
な
く
、
市
民
の
目
に
よ
る

チ
エ
ッ
ク
機
能
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
育
成
発
展
さ
せ
る
と

い
う
趣
旨
が
こ
の
制
度
に
は
あ
ら
わ
れ
て
い
ま

す
。

｡
｡回



特
定
非
営
利
活
動
に
か
か
る
経
費
が
そ
の
他
事
業

の
経
費
に
比
べ
て
少
な
す
ぎ
た
り
、
事
業
費
に
比

べ
て
管
理
経
費
の
割
合
が
高
す
ぎ
た
り
す
る
場
合

は
、
報
告
徴
収
の
対
象
と
な
り
う
る
と
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
活
動
規
模
の
大
小
を
経
費
の
額
だ
け
で

特
集

都
道
府
県
で
認
証
さ
れ
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
は
都
道

府
県
に
、
内
閣
府
で
認
証
さ
れ
た
法
人
は
内
閣
府

に
事
業
報
告
書
等
を
提
出
し
ま
す
。
法
人
認
証
手

続
き
と
同
じ
く
、
滋
賀
県
な
ら
ば
県
庁
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活

動
促
進
室
が
、
内
閣
府
な
ら
ば
国
民
生
活
局
市
民

活
動
促
進
課
が
窓
口
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
書
類
に
つ
い
て
は
「
電
子
申
請
」
を

利
用
す
る
こ
と
も
可
能
で
、
事
前
に
手
続
き
（
注

１
）
を
す
れ
ば
窓
口
に
出
向
か
な
く
て
も
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

提
出
が
必
要
な
書
類
は
、

①
事
業
報
告
書

②
財
産
目
録

③
貸
借
対
照
表

④
収
支
計
算
書

⑤
前
事
業
年
度
の
役
員
名
簿

⑥
前
事
業
年
度
の
社
員
の
う
ち
十
人
以
上
の
者
の
名
簿

で
、
こ
れ
ら
を
二
部
ず
つ
（
※
滋
賀
県
の
場
合
）

提
出
し
ま
す
。
定
款
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
、

さ
ら
に
定
款
、
定
款
変
更
認
証
の
写
し
、
登
記
事

項
証
明
書
の
写
し
が
そ
れ
ぞ
れ
二
部
ず
つ
必
要
に

な
り
ま
す
。

滋
賀
県
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
促
進
室
が
発
行
し
て
い
る

評

●
事
業
報
告
書
作
成
．
提
出

○
三
三
里
、
廷
の
、

の

妻
●

い
と
い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
ｃ
自
分
た
ち
の

活
動
が
伝
わ
り
や
す
い
よ
う
に
独
自
の
様
式
で
作

成
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

例
え
ば
、
日
常
の
会
計
処
理
に
パ
ソ
コ
ン
な
ど

で
操
作
す
る
会
計
ソ
フ
ト
を
使
っ
て
い
る
場
合
、

仕
分
け
入
力
を
す
れ
ば
た
い
て
い
財
産
目
録
や
貸

借
対
照
表
、
収
支
計
算
書
は
自
動
的
に
作
成
さ
れ

ま
す
。
こ
れ
ら
の
会
計
帳
票
を
作
り
替
え
ず
に
そ

の
ま
ま
使
っ
て
も
か
ま
わ
な
い
の
で
す
。
（
注
３
）

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
設
立
及

び
管
理
・
運
営
の
手
引

き
」
に
こ
れ
ら
提
出
書

類
の
様
式
八
例
Ｖ
が
示

さ
れ
て
い
て
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
「
協
働
ネ
ッ
ト

し
が
」
（
注
２
）
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
使

用
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
が
、
必
ず
こ
の
様
式

八
例
Ｖ
の
と
お
り
に
作

成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

一
癖
垂
奇

事
業
報
告
書
等
は
提
出
さ
れ
た
後
ど
う
な
る
の

で
し
ょ
う
か
。
ま
ず
、
提
出
窓
口
で
記
載
内
容
の

●
事
業
報
告
書
等
の
行
方
●

一一

坐

凸

q倍ｏｆｆ』巴１ｒ工｣L宝ロ

０

会，

Ｕ口写▼＝弓珂夢可O＝写刀画

EIF叩Ｋ田喜ｐｍｆ『ｎＪ'ず

■■

魂
確
認
が
さ
れ
ま
す
。
こ
こ
で
活
動

唯
内
容
を
厳
し
く
監
視
さ
れ
る
と
い

な鍵
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
例

》
え
ば
収
益
が
理
事
に
分
配
さ
れ
て

月繰
い
る
と
か
、
役
員
が
家
族
ば
か
り

な雲
と
か
の
よ
う
に
、
明
ら
か
に
Ｎ
Ｐ

錨
Ｏ
法
で
禁
止
・
制
限
さ
れ
て
い
る

識
よ
う
な
こ
と
が
判
明
す
れ
ば
、
当

す雑
然
指
導
や
監
督
の
対
象
と
な
る
で

畦
し
よ
う
。

回吟
内
閣
府
が
一
示
し
て
い
る
「
Ｎ
Ｐ

年③
Ｏ
法
の
運
用
方
針
」
に
お
い
て
、

画'･漉騨評、

ﾉﾘ１－－

(注1）特定ＩＤの取得などの手続きが必要です。滋賀県認証法人の場合、県庁NPO活動促進室に相談してください。

(注2）協働ネットしがhttp://www､npo-shiganet／
(注3）企業会計ソフトを使っている場合など、発行される諸表の名称が異なる場合があります。

●ホームページ「協働ネットしが」で、ＮＰＯ

法人の事業報告書と定款を閲覧することがで

きます。
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Ｐ
Ｏ

特集

●

Ｏ
法
の
理
念
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
自
ら
の
情
報
を
で
き

る
だ
け
公
開
し
、
市
民
の
信
頼
を
得
て
、
市
民
に

よ
っ
て
育
て
ら
れ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
し
て

い
ま
す
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
ー

（
説
明
責
任
）
が
問
わ
れ
る
制
度
と
な
っ
て
い
ま

す
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
と
っ
て
、
一
番
大
切
な
こ
と
は

ミ
ッ
シ
ョ
ン
（
使
命
）
で
す
。
そ
の
団
体
の
ミ
ッ
シ

ョ
ン
が
明
確
に
示
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
、
そ
し

て
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
沿
っ
た
活
動
が
適
切
に
進
め
ら

れ
て
い
る
の
か
ど
う
か
、
活
動
内
容
が
詳
細
に
述

べ
ら
れ
、
さ
ら
に
当
初
の
計
画
に
対
し
、
で
き
た

こ
と
、
で
き
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
自
己
評
価
を
示

|、

特定非営利活動促進法（抜粋）
第三十八条特定非勝利活動法人は、征,j雛年度初めの三)l以内

に、内'21府令で定めるところにより、前'}#熊年度の事業報杵IIl:、

財産11録、岱併対照炎及び収支計算iIド（次唄、次条及び第IjLII‐ミ

条第一項において「'1i巣澱告11}:等」という｡）iiiぴに役』銘鮮

（前‘li:梁年度において役典であったことがある稀全興の氏端及び

（i;所又は)11;所1fびにこれらの着についての前1＃業年度におけるＷｉ

訓の有無を記,1mした新簿をいう｡）並びに祉貝のうち|-人以ｋの

荷の氏端（法人にあっては、その端称及び代炎薪の氏名）及び住

所又は隅所を肥城した,１１:1ｍ（次項、次条及び第阿十三条第・頂に

おいて「役ufi抑聯」という｡）を作成し、これらを、翌々11喋

年艇の末Ⅱまでの|Ⅲ､j§たる事務所にiIlliえWtかなければならない。

２特定非悩利派助法人は、その祉典その他の利害関係人から‘Ⅱ

業#雌11|言等（股立後､'1該蒋類が作成されるまでの間は第十|ﾉL1条に

おいて準川する比法第７['－－条第・頂の股なの時の財産｢I録、合

併後yi該iil:瓶が作成されるまでの間は第宝'．/f条第一項の財産１１

録。次条第二頂においてIIilじ｡)、役典粘簿等又は定款驚しくはそ

の認証肝しくは碓記に側するⅢI{:類の’ｊｊ:し（次条及び第四|雲三条鮒

一頃において「だ,炊等」という｡）の閲覚のIiIIi水があった場合に

は、正:ｌｉな恥11がある場合を除いて、これを閲覧させなければな

らない。

鋪一二'一九条特定非常利活動法人は、内M1府令で定めるところに

より、征躯梁年度一li1l、噸業報(ＩｒｌＩＩ:等、役貝名簿等及び定紋鞭

（その記'破り噸に変災があった定;飲並びに､11該変更に係る認証及

び奄記に側する,I|:頬のりj:しに限る｡）を所lWi庁に提出しなければ

ならない。

２所輔庁は、特定非勝利活動法人から拠川を受けた､l雛Ni(lflIl：

群勝しくは役j蝿薄呼（過去三年|H1に拠川を受けたものに限る｡）

又は定,飲等について閲覧の請求があった場合には、内閣府令で定

めるところにより、これを閲覧させなければならない｡

ろ
で
す
。

窓
口
で
確
認
さ
れ
た
あ
と
、
一
般
に
閲
覧
で
き

る
よ
う
整
備
さ
れ
ま
す
。
滋
賀
県
の
場
合
Ｎ
Ｐ
Ｏ

活
動
促
進
室
で
閲
覧
で
き
ま
す
。
社
員
名
簿
を
除

く
書
類
は
「
協
働
ネ
ッ
ト
し
が
」
上
で
も
閲
覧
で

き
ま
す
が
、
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。

事
業
報
告
書
等
を
作
成
す
る
う
え
で
念
頭
に
置

い
て
お
く
べ
き
こ
と
は
、
報
告
す
る
真
の
相
手
は

所
轄
庁
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。
Ｎ
Ｐ

？

●
市
民
が
育
て
る
＃

ｼＯｈｌＭＳｌＥｙ己三

ｒ

●
市
民
が
育
て
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
●

[問］TEL､077-528..4633FAX､077-528-4960

提出をお忘れなく1１

す
と
こ
ろ
ま
で
で
き
て
い
れ
ば
理
想
的
な
事
業
報

告
書
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

よ
ろ
し
か
ら
ぬ
活
動
を
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
存

在
が
ニ
ュ
ー
ス
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
た
び
、
「
Ｎ

Ｐ
Ｏ
に
対
す
る
行
政
の
監
視
・
監
督
を
も
っ
と
強

化
す
べ
き
だ
」
と
い
う
意
見
が
聞
か
れ
ま
す
。
Ｎ

Ｐ
Ｏ
が
行
政
の
監
視
の
も
と
で
活
動
す
る
よ
う
に

な
っ
た
ら
、
何
の
た
め
に
法
律
ま
で
つ
く
っ
て
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
を
誕
生
さ
せ
た
の
か
、
そ
れ
こ
そ
意
味

の
な
い
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
の
理
念
が
活
か
さ
れ
る
よ
う
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
も
市
民
も
こ
の
情
報
公
開
の
制
度
を
積
極
的
に

活
用
し
た
い
も
の
で
す
。

滋賀県ＮＰＯ活動促進室

大橋昭則さん

ＮＰＯ法人にとって事業報告は年

に１回のことですので、つい忘れて

しまうことがあるようですが、蝋すしまうことがあるようですが、必ず提出期限（事業年度終了後

Ｂか月以内）を守っていただきたいと思います。これはＮＰＯ

法で求める最低限のルールですので、このことをおろそかにす

る法人が増えると、今のＮＰＯ法人制度が監督強化の方向に向

かわないとも限りません。

内容的には、ＮＰＯ法や定款に沿ったものであれば、活動に

対じてこちらから申し上げることはありませんが、会計書類に

計算ミスや金額の不整合・不一致がみられる場合がありますの

で、信頼性を保つ上でも十分確認をいただきたいと思います。

なお、役員に変更（再任含む）があれば、事業報告と同時に
届け出をお願いします。

事業報告は面倒なものではなく、法人が社会に向けてアピー

ルする機会ととらえていただくと、記載内容も自然と明瞭で市

民に分かりやすいものになっていくでしょうし、ＮＰＯに対す

る社会的な信頼や認知の広がりにつながっていくと思います。

－担当者としてそうなることを願っていますし、そのお手伝

いができればと考えています。どうぞお気軽に当室までお問い
合わせください。



句蝕司

私
た
ち

地域刑pO法人西大津駅周辺防犯推進協議会

癖
今
後
の
計
画
は
、
「
通

計
剛
学
時
の
安
全
確
保
だ
け

ぃ
イ
で
な
く
、
子
ど
も
た
ち

極
”
が
疫
全
に
遊
べ
る
ま
ち

側
ャ
開
ジ
に
し
た
い
。
そ
の
た
め

に
卜
的
ス
期
工
定
ウ
．

一
簸
近
、
治
安
が
よ
く
な
っ
た
ね
」
。
Ｊ
Ｒ
西
大

津
駅
を
乗
降
す
る
人
々
が
実
感
し
て
い
る
こ
と
で

す
。
西
大
津
駅
の
周
辺
は
、
数
年
前
か
ら
マ
ン
シ
ョ

ン
の
建
設
ブ
ー
ム
で
、
住
民
が
急
増
し
て
い
る
地
域

で
す
が
、
そ
ん
な
マ
ン
シ
ョ
ン
の
代
表
格
と
い
え
る

の
が
四
年
前
に
建
設
さ
れ
た
三
十
八
階
建
て
の
フ
ァ

ー
ス
ト
タ
ワ
ー
大
津
マ
リ
ー
で
す
。

大
津
マ
リ
ー
の
住
民
は
、
外
灯
を
壊
さ
れ
た
り
し

た
こ
と
も
あ
っ
て
、
地
域
の
安
全
に
不
安
と
危
機
感

を
募
ら
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
住

民
の
有
志
に
よ
り
自
主
的
に
夜
間
の
見
巡
り
を
す
る

よ
う
に
な
っ
た
の
が
、
現
在
の
活
動
の
は
じ
ま
り
で

す
。

「
自
分
の
身
や
マ
ン
シ
ョ
ン
を
守
る
だ
け
で
な
く
、

地
域
が
安
全
で
な
け
れ
ば
本
当
に
安
心
し
て
幕
ら
せ

な
い
と
思
っ
た
の
で
す
。
岐
初
は
ノ
ウ
ハ
ウ
も
な
く
、

や
み
く
も
に
州
予
に
向
か
っ
て
い
っ
た
の
で
、
Ⅲ
ま

③防犯パトロールカーと保安

次
々
に
繰
り
出
す

地
域
の
「
防
犯
」
と
「
活
性
化
」

のた

三
男
Ｐ
詞
宇
食
酉
Ｚ
『
閉
丙
く
語
芝

輝
い
て
い
ま
す
！

犬
の
巡
回
へ
と
発
展
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
地
域
防
犯
へ
の
思
い
は
非

常
に
熱
い
の
で
す
が
、
治
安
の
こ
と
だ
け

を
巷
え
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
よ
う
で

す
。
「
や
は
り
活
気
の
あ
る
魅
力
的
な
ま

ち
を
つ
く
っ
て
い
か
な
い
と
」
と
寓
尾
さ

ん
は
語
り
ま
す
。
そ
こ
で
防
犯
活
動
を
迦

小
見
伸
雄
さ
ん
と
専
務
理
事
の
宮
尾
孝
三
郎
さ
ん
は

語
り
ま
す
。

こ
う
し
て
始
ま
っ
た
住
民
有
志
の
自
主
的
な
防
犯

活
動
に
、
閥
大
津
駅
周
辺
の
七
つ
の
自
治
会
と
地
域

の
事
業
所
が
加
わ
り
、
二
○
○
三
年
十
月
に
西
大
津

駅
周
辺
防
犯
推
進
協
縦
会
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
さ

ら
に
協
議
会
を
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
し
て
組
織
化
し
、
継

続
的
な
活
動
に
取
り
組
む
体
制
が
で
き
ま
し
た
。
自

治
会
が
中
核
と
な
っ
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
し
て
、
今
注

目
を
集
め
て
い
ま
す
。

‐
咽
Ⅲ
Ⅲ
仙
到
ロ
岸

れ
た
り
し
て
危
険
を
感
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し

よ
」
。
当
時
の
活
動
を
振
り
返
っ
て
、
副
理
事
長

じ
て
で
き
た
人
の
つ
な
が
り
か
ら
、
大
津
マ
リ
ー
自

治
会
と
山
上
町
自
治
会
が
協
力
し
て
、
定
期
的
に
ジ

ャ
ズ
ラ
イ
ブ
「
大
津
ウ
エ
ス
ト
ジ
ャ
ズ
ナ
イ
ト
」
を

開
催
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
交
流
の
場
で

古
く
か
ら
の
住
民
と
新
し
い
住
民
と
の
つ
な
が
り
が

広
が
り
、
住
民
同
士
が
知
り
合
う
こ
と
が
ま
た
、
地

域
の
防
犯
に
役
倣
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

（
細
集
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
森
、
）

の
ア
イ
デ
ア
を

に
専
従
の
『
ま
ち
の
保
安
悔
門
を
職
い
て
、

犯
罪
予
防
、
抑
止
の
モ
デ
ル
地
域
と
な
る

よ
う
な
実
験
を
試
み
た
い
」
と
の
こ
と
。

住
民
に
よ
る
夜
巡
り
は
、
青
色
回
転
灯
付

き
防
犯
カ
ー
に
よ
る
パ
ト
ロ
ー
ル
、
保
安

秤

、

②副理班長の小見伸雄さん

NPO法人西大津駅周辺

防犯推進協議会
理市長ｅ満水耕二

設立⑳2003年10月（法人設立2004年９月）

辿絡先＠大卸市里子が丘二丁目10.25-2106

ＦＡＸ：077-524-2537

e-mail：inIo＠owcpbouhan､com

htIp:"www・owcp電bouhan・com／ 、専務理期の宮尾孝三郎
さん



シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

な
ど
、
子
ど
も
に
関
わ

？

【－W垂会】びわこダルク馴
岬
咋
搬
剛
蝋
旅
Ⅷ
棚
権
帥
誰
』
伽
卿
胴
稚
州
洲
雌
附
鋤

帥
が
メ
ン
バ
ー
が
中
心
と
な
っ
て
準
備
会
を
設
立
し
た
の

好
む
法
人
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
メ
ン
バ
ー
に
は
弁

唯
陶
護
士
、
心
理
療
法
士
、
行
政
職
員
、
児
童
養
護
施
設

瀞
擢
翰

近
江
大
橘
の
近
く
の
住
宅
地
の
中
に
、
十
数
猪
の

若
い
男
性
た
ち
が
共
同
生
活
を
し
て
い
る
施
設
が
あ

り
ま
す
。
時
に
は
健
康
づ
く
り
の
た
め
サ
ン
ド
バ
ッ

ク
を
叩
い
て
い
る
姿
を
見
て
、
は
じ
め
近
所
の
人
た

ち
は
轄
察
の
衆
だ
と
思
っ
た
そ
う
で
す
。

そ
こ
は
び
わ
こ
ダ
ル
ク
。
ダ
ル
ク
（
Ｄ
Ａ
Ｒ
Ｃ
）

と
畠
）
昌
陶
巨
臼
＆
目
局
の
冨
匡
昏
昌
ｇ
ｏ
ｇ
目
の

経
験
を
分
か
ち
合
い
、
「
命
の
バ
ト
ン
』

今
日
一
日
を
生
き
る
大
切
さ
あ
る
の
だ
と

、施設長の猪瀬健夫さん

と
は
ご
昌
胆
シ
ロ
巳
呂
目
屍
の
冨
巨

頭
文
字
を
と
っ
た
言
葉
で
、
全

凶
に
約
四
十
か
所
あ
る
民
間
の

薬
物
依
存
症
Ｍ
復
施
設
の
こ
と

で
す
。
覚
腿
剤
の
よ
う
な
非
合

法
薬
物
ば
か
り
で
な
く
、
市
販

薬
や
医
療
機
関
が
処
方
す
る
薬

剤
で
依
存
症
に
陥
る
例
も
多
数

虐
待
を
防
ぐ
専
門
家
と
市
民
の
連
携

地
域
を
も
つ
と塵蕊

師
の
派
遣
、
会
合
や
勉
強
会
の
実
施
な
ど
で
、

さ
ら
に
児
童
養
護
施
設
等
へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
派
巡
、
派
遣
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成
、

行
政
に
対
す
る
要
望
活
動
な
ど
も
行
っ
て
い

ま
す
。
今
後
の
活
動
と
し
て
は
、
現
在
ス
ポ

ッ
ト
的
に
行
っ
て
い
る
電
話
相
談
事
業
の
常

設
化
を
目
指
し
て
い
て
、
電
話
柵
談
貝
の
菱

『
あ
た
た
か
く
』

間
の
心
を
開
き
ま
す
。
こ
う
し
て
一
‐
命
の
バ
ト
ン
」

を
リ
レ
ー
す
る
こ
と
で
「
今
、
一
円
」
ク
ス
リ
を

使
わ
な
い
で
生
き
る
力
を
得
る
の
で
す
。
入
所
背

は
こ
れ
ま
で
の
ｎ
分
の
生
活
を
切
り
離
す
こ
と
で

ク
ス
リ
か
ら
も
切
り
離
さ
れ
る
た
め
、
家
族
の
愛

怖
あ
る
「
つ
き
離
し
」
が
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
成
功
の

カ
ギ
に
な
る
と
い
い
ま
す
。

猪
瀬
さ
ん
は
三
年
前
の
び
わ
こ
ダ
ル
ク
開
設
と

Ｍ
時
に
仙
台
ダ
ル
ク
か
ら
移
っ
て
き
ま
し
た
。
薬

物
維
験
群
に
対
し
て
社
会
の
侃
兄
は
強
く
残
り
ま
す

が
、
消
揃
活
動
や
祭
り
な
ど
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
に
積

極
的
に
参
加
す
る
う
ち
に
、
徐
々
に
受
け
入
れ
ら
れ
、

活
動
も
認
知
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

「
今
後
は
、
『
ス
リ
ー
ク
ォ
ー
タ
ー
ハ
ウ
ス
（
注
三

を
つ
く
り
た
い
。
そ
し
て
ス
タ
ッ
フ
に
給
料
が
出
せ

る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
施
設
長
と
し
て
の
務
め
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
」
と
優
し
く
語
っ
て
い
ま
し
た
。

（
締
集
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
松
川
）

あ
る
の
だ
と
か
。
こ
こ
で
蒋
若
た
ち
は
こ
れ
ま
で
、

身
を
蝕
ん
で
き
た
ク
ス
リ
か
ら
解
放
さ
れ
る
た
め
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
践
し
て
い
ま
す
。

施
設
長
の
猫
瀬
健
夫
さ
ん
は
語
り
ま
す
。
「
薬
物

依
存
は
ク
ス
リ
に
よ
っ
て
自
分
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を

失
っ
て
し
ま
う
状
態
で
あ
り
、
い
わ
ば
病
気
で
す
。

月
犯
罪
者
と
し
て
刑
務
所
に
隔
離
し
て
も
、
出
所
し
た

封
と
た
ん
ク
ス
リ
を
買
い
に
走
る
な
ん
て
こ
と
が
繰
り

群
語
返
さ
れ
る
だ
け
で
す
。
病
気
に
は
『
治
療
』
が
必
要

証
鴫
な
ん
で
す
」

課
ユ
ダ
ル
ク
で
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
『
治
療
鱈
《
は
、

騨
幸
経
験
背
同
士
が
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
砿
ね
る
セ
ル
フ
へ

如
泡
ル
プ
の
実
践
で
す
。
共
同
生
活
の
中
で
仲
間
に
自
分

鋤
諏
の
体
験
を
話
し
、
伝
え
、
分
か
ち
合
い
ま
す
。
ク
ス

症
雑
リ
に
よ
っ
て
ど
ん
底
の
生
活
を
し
た
人
の
経
験
が
門

恥
に
分
に
返
り
、
自
分
の
体
験
を
話
す
こ
と
が
新
し
い
仲

る
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
の
人
た
ち
が
集
ま
り
ま
し
た
。

理
蛎
長
の
叩
洋
さ
ん
は
、
弁
護
士
と
し
て
少
年
砿
件

の
付
添
人
活
動
を
す
る
な
か
で
、
子
ど
も
た
ち
の
非

行
に
虐
待
経
験
が
関
係
し
て
い
る
こ
と
を
強
く
感
じ

て
、
愛
知
で
の
研
究
会
に
参
加
し
、
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｎ
ｅ
Ｓ

に
加
わ
っ
た
そ
う
で
す
。

Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｎ
ｅ
Ｓ
の
活
動
は
、
「
虐
待
の
笑
態
を
知

っ
て
も
ら
う
広
搬
・
稗
発
活
動
」
「
勉
強
会
等
へ
の

専
門
家
の
派
遣
」
「
関
係
者
同
士
の
交
流
・
意
兄
交

換
」
の
３
つ
が
柱
と
な
っ
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、

ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー
の
発
行
、
公
開
撒
座
の
開
催
、
誰

１１瀞
③事務局次長の松村睦子さん

を
つ
な
ぐ

､Ｉ人為

⑬隔月発行の「NEWSLE1TER」

成
講
座
を
計
伽
し
て
い
ま
す
。

「
子
ど
も
を
取
り
巻
く
問
題
は
家
庭
だ
け
に
任
せ

て
解
決
で
き
る
問
題
で
は
な
く
な
っ
て
い
て
、
ま
た

専
門
家
だ
け
で
も
対
応
し
き
れ
ま
せ
ん
。
子
ど
も
の

虐
待
問
題
に
関
心
を
持
つ
人
が
地
域
に
も
っ
と
増
え

て
欲
し
い
。
家
庭
と
地
域
の
人
た
ち
、
が
門
家
、
援

助
職
に
あ
る
人
た
ち
が
協
力
し
合
っ
て
こ
そ
、
解
決

で
き
る
問
題
な
の
で
す
」
と
甲
津
さ
ん
は
語
り
ま
す
。

そ
れ
ら
を
橋
渡
し
す
る
存
在
と
し
て
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｎ
ｅ
Ｓ

の
活
動
に
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

(注）スリークォーターハウス：薬物依存からの回復プログラ
ムの四分の三を終え、般終段階に達した人のためのグループホ

ームのこと。就業など社会復帰のための準備が行われる。

びわこダノレク
施設長ｅ猪瀬健夫

設立、2002年１１月

会員｡'…風'迄名…ｒ連絡先③大津市丸の内町８．９

ＴＥＬ：077-521-2944

ＦＡＸ：077-521-2977

e･mail:biwako-da｢c2002@msd､bigIobe,nejpli
hlip:"www5e,biglobe.､e,jprb･darc27/index,hｔｍｌｔＩ

NPO法人子どもの虐待防止ネットワーク，しが

(CAPNeS）
理市長③甲津貴央

設立ｅ2002年5月（法人設立2004年12月）

会員ｅ約200名

辿絡先②草瀧市西大路町3-8ジュモオネテイ２０１

章津法律事務所内

TEL/FAX：077-567-2181

e-mail：capnes＠niity･com
hI1p2"homepage3・nifty･com/capnes/capnesノ

厨

》
《
．
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ＮＰＯ法人朽木針畑山人協会

高齢化と過疎の問題に直面する高島市朽木針畑の住民と、

野生と切り離された都市環境での生活を余儀なくされている

人たちとを結び、交流を通して里山の再生を図ろうと活動し

ている「NPO法人朽木針畑山人協会｣。針畑郷で行われるイ

ベントや「森の学校」「山と人の博物館」について紹介されて

いるほか、会員の「ブログ（日記)」で、山の暮らしの日常の

様子を伝えています。

ＮＰＯや市民団体がつくる
ユニークなホームページを紹介します。

おうみ未来塾
うな管理や逆衡が行われているのか、施殺の利用者とし
て、あるいは市民としてチェックすることが大切である。
場合によっては、符理逆常の改善を行政に求めるなど、
よりよい施設通常につながるように行動する必要があ
る。

強獄,

リレーエツセイvｏＬ５『
Ｏ
Ｈ
１
魅
力
（
淡
海
力
）
を
追

Eb心ＵＪＢ=一心こ渇＝

［5期生］

遥見千悪豊子さん
ＮＰＯ法人ヒマラヤン．
グ・リーン･クラブ理事

4制度設計への参加

市民活動団体や地域団体が運営するほうがふさわしい

ような施設が行政ii〔憐のままであるならば、行政の担当

部局へ指定智理背制度への移行を祇極的に働きかける。

行政内部での制度設計にまかせないで、１１鵬や議員が一

緒になって制度設計をできるように通勤することも大切
である。

また、すでに導入された施設も、次I『iilの更新時にはさ

らによい運営がされるよう、仕様書づくりを市民や議員

と--今緒にできるような体制づくりを求める必要がある。

「里山の保全」への熱き思いは今も変わらない。

おうみ未来塾と同時期に入学した大阪のシニア自然大学

は、本科及び研究科をおのおの１年学び、４月から再度１

年地球環境生態系講座を受講する。

パキスタン北東部の荒野に植樹を続け１３年のヒマラヤ

ン･グリーン･クラブでは、理事とレポートの編集委員を担

当。自分の将来の展望が見えず悩んでいた一人の若者が、

わがクラブの活動に参加し、その結果自分の進路を見つけ

自信に満ちて歩んでいるという記事を載せた。5.施設管理のノウハウを蓄積して、公募に手を挙げる

NPOが管理するのがふさわしい施設に脂定梼理者制度

が導入された場合には、公募に手を挙げられるように準
備を進めておく必要がある。そのため、NPOの運営体制

を終えるとともに、たとえば警備会社、浦掃会社、ビル

メンテナンス会社など、ハード管理の専門家との協力関

係を準備することも考えておくべきだろう｡

巷にあふれる二一卜やフリーターと呼ばれる若者にもっ

と呼びかけたい。何もしないでは何も見つからない。頭や

机上で考えるより、行動し体験して、はじめて自分も幸せ

も未来も夢も見つけられることを知ってほしい。「ＯＨ１魅

力（淡海力)」と思うものを追って、かくいう私は「専業遊

び人」である。

っ
て
酉

鳥禦＝識’

※「おうみ未来塾」は、地域課題に取り組むリーダーを目指す

人が集う塾で、現在6期生と7期生が学んでいます。これまでに

約120人が卒塾し、各地で「地域プロデューサー」として活蹄し
ています。

NPO法人市民がささえる市民活動ネットワーク滋賀代表阿部圭宏

叩■07町凡、U■叩期帽ウ

ミ百一一！】血一奈鴬■■全

騨灘端|…
pⅡ脱P彰司rGP-悪

星NPOﾎーﾑページ探検隊）学共同研究を開始し、高く評価されています。文化的な風

土や歴史、里山など近江の魅力を再発見する大学との知的

交流を活性化させようと、2004年「NPO法人たれや近

江文園を設立。地域と近江商人には強い緋があり、村の

行事や歳時の研究を通して、近江商人の足跡を解き明かし

たいということです。また、ふるさと近江の生活文化を後

世へ継承する語り部として、情報発信や出版事業、湖東焼

の保存・公開事業などを本格化させて

で

力､､昔ながらの子育ての良さを取り入△篭鰐腰蛎
近江文化を紹介

れています。

近江の“郡（ひな）ぴた片田舎の文化”発掘から環境福

祉にいたるまで幅広く企業の社会的責任を果たしながら、

近江の里山文化を全国へ発信しています。

※CSR（ＣＯ｢poratesocialresponsibility）：企業の社会的責任

I問】株式会社たれや広報部
TEL,0748-37-2627ＦＡＸ､0748-38-0452

http://www､taneya､cojp／

顎~Ｗ山･ＲＥＱざ陵守Ｗ円
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瀧撚噛風

http://www鯉ex圏biwaqne園jp/~yamabto／

Ｉｊ蕊燕3i隣悪零雪
ｉ 陰駕宝.…唖…．
$'ｉ:詮哲銘撫,就両強s戸…一両…_

Ip■■』当I①Ｔｍ■●凸曲凸。-曲

唾痴諏 '’
いく計画です。

2004年働く女性にやさしい子育て

支援の一環で、愛知川町に企業内保育

所「おにぎり保育園」をオープン。そ

の名には“おやつにもお菓子よりおに

ぎりを”という思いを込め、木や土の

香りがする自然豊かな保育環境のな

品も『ごＵＳ･鮎＊申●■｡⑱~画ｑｑ０－’五寺●＆訂b､拘鉛ｂＤＷ油巽Ｉ
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市民活動を元気にする情報コーナ

VoI-2

｢市民としてのチェックボイン|Ｍ
前回は、指定管理者制度をめぐる行政の混乱を取り上

げ､市民がしっかりチェックすることの必要性を述べた。

今回は、指定管理者制度に対して市民が実際にどのよう
に行動すればよいのかを考えてみたい。

指定梼理巻制度の導入により、公の施設の符理逆鴬が

比間団体に|淵放されたものの、実際に市民活動剛体や地

域Ｍ体が指定符理者となったケースは少ない。これは、

非公募で従来の特理委託Ijl体（外郭団体等）をﾘlき続き

随意指定したケースが多かったこと、指定の要件が建物

の管理能力に軍点が砥かれた結果、祷理業務にたけた営

利企業が折定管理薪になったこと、ＮＰＯの力賊不足など

が原因として挙げられるだろう。

め唾と⑬て、と⑥コラボ

制度はこれからどんどん拡充されていくと思われるこ

とから、市民が制度に対応できる能力を身につける必要

がある。そのポイントを整理すると、おおむね次のよう
になる。

1.まず、自分のまちの指定管理者制度の仕組みを知る

指定祷理者制度の対象となる「公の施設」は条例で定

められている。どの施設が公の施設で、そのうちどれに

指定管理制度が導入されているのかは、ホームページな

どで調べられる。

また、指定管理背制度運用の指針をホームベージで公

開している自治体が多いので、それを利用して、まず指

定管理群制度の仕組みそのものを知る必要がある。

2．ＮＰＯが管理するのがふさわしい施設をチェック

自分のまちの施設の中で、市比活動団体や地域団体が

椿理逆街するのがふさわしい施設はどれか、たとえば次

のような観点からチェックできるだろう。

○市民活動団体等の帆IIj性やノウハウが活かせる施設
(市民活動支援センター、エコロジーセンター、男女共ＩＩｉｌ参画センタ
ー、児噛館など）

○市民Ｆ１治を尊重する施設（自沿会館、公民館、隣保館など）

○地域文化を育む施殺（文化ホールなど）

○市民活動における新たな利用のIり．能性が広がる施設

3国施設利用者として、市民としてのチェック

指定梼理者制度が導入された施設では、実際にどのよ

市民と行政､市民と企業などの、

新しい市民協鋤(パートナーシップ)のカタチを紹介します。

食の安心安全や環境繰全､資源リサイクル、
近江文脆の柵鑓など社会貢献摘勤に取り瓢む
…………………………たねやグループ

P酋卓

ぷｉ－≦』■■

△広報部長の山本さん（左）と近江△永源寺農園でよもぎの収種
文庫主宰の川島さん

１８７２年（明治5年）創業のたれやグループは、和洋菓

子販売､喫茶、レストラン経営で事業を拡大してきました。

1985年から環境保全活動を開始、１９９８年には社内に環

境委員会を設置して「たねや環境憲章」を制定しました。

お菓子の製造過程で出る廃棄物をバイオマスとして活用

し、地域に循環させる取り組みを進めています。また、バ

ームクーヘンの切れ端を養豚飼料に再利用したり、廃食油

から精製したBＤＦ（植物性ディーゼル燃料）を配送車両

の燃料として再資源化したりしています。グリーン購入ネ

号

△バームクーヘンの切れ端は飼料に再利用△おにぎり保育園

ツトワークにも加入して、「エコロジーセミナー」を開催

するなど、地域や環境団体とのネットワークづくりを推進

しています。

１０年ほど前からＣＳＲ(※）の一環で食のトレーサビリ

ティに着手。１９９８年には有機栽培の永源寺農園をスター

トし、安心安全なよもぎの植栽事業に取り組んでいます。

社内の菓子職人らが自ら農作業に汗をかくほか、地元の中

高年の方の仕事起こしにも一役買っています。さらに、愛

知川農園では山野草の栽培を通して、地域の子どもたちと

の交流に努めています。

2000年滋賀県立大学レンタルラボに「たねや食環研究

室｣、滋賀大学に「たねや近江商人研究ヨを発足させ産



滋賀会館シネマホールＳ月の上映予定

ゆヤマト福祉財団｢障がい者福祉助成金」●アウトドア自然保謹墓韓プログラムｅ

９●ｺﾝｻべｰｼﾖﾝ.ｱﾗｲｱﾝｽ.ジャパン(ｱｳﾄドｱ自然保護基金)はｱｳﾄドｱｽボｰﾂをｇ助成刈象事業、

、【'】一般助成 ●対象にピジﾈｽを行っている企業が､その対象である自然を保護するために集まったグﾙー ６

｡①障がい者施設の改善､整備､備品等の購入に対する助成②各種会議講演、●ブです｡自然保護のために活動している環境団体に活動資金の援助をしています。ｑ
②研修諏業に対する助成③各種出版害啓発活動等に対する助成④各種調査､研・申請方法③下記の内容を簡潔に明記のうえ､下記問合せ先ﾎで郵送でお送りください。０

.醤繍:潔塁騰塁墓:ii謹等に対する助成談に蕃宣の公平性…ため､A4用紙で4枚以内に簡潔に讃とめて下さい。●①グループ､団体名②グループ､団体の目的③過去の活動内容とその成果Ｇ
●受付期間⑤2006年３月１日～３月31日(奨学金の受付は５月１０日まで)※消印有効④目的を達成するための今後の計画⑤支援金の使用目的および金額Ｑ
●助成のポイント⑧●支援金額＠100,000円~500‘０００円申込締切、2006年３月15日(水)(2005年雛無分)ｅ

９ｍ一般助成：一件当り上限額１ｏo万円●※支援の募集は､締め切り後も随時行っています。・

・磐呈総蒜窓総置剛簿輪麹ﾛグﾗﾑ鍬嗣)。:嬢篭警灘繍篭鱗烏し毒 ●TEL:042.944.5855FAX:042.944.5825URL:http://www,Ｃａ.i,0『g/index,html●
、．/１年制の大学に在学中の陣がい者。｡。。。尋函｡。。。。。⑨吟｡。。③。。｡。｡｡‘。｡、⑤ウロ。●

Ｄ・選考の基準イ:本人の障害等級□:本人の学習意欲八:保護者の収入

,索…､-職":噸旅ﾏﾄ編繊剛"藤ぃ読謎"霊蟻諭剛に鋤蕊･繍重鞠:鶏忌鰯＃墓観照,為識蝋嶋,鱗：
｡蕊iii総繍駕穂識職溺撫潟麓詳｡に鋤振鋤鋤鋤如鶴惨鵬力を続柄噸癒朽ﾝﾃｨｱ鋤で賜ること｡鵜に大勢の人。
０交付期間③【１１一般助成は､2006年７月１６日～2007年３月１５日までの期間●たちが参加できる鰐を提供する活動や次の世代を担う子供たちを対象とし崎鋤の実践を期待しています。o

gI21奨学金の供与は4年制大学を卒業するまでの期間(留年などは期間に含まない)。助成対象団体②助成の趣旨に合致し､かつ次の条件を満たす団体とします。●

●【問】財団法ﾉＷﾏﾄ福祉財団(福祉助成金事務局)〒104.0061東京都中央区銀座2.12-15ｑ・営利を目的としないこと。・会則もしくは一定のﾙーﾙを持ち､代表者等の定めがあること。●

花L:0…OS91FAX:0335…‘URL柿p:"州Ⅷyam…kushM,′、無鰹礁瀦繍繍驚鰯鯛i繍熱識諾．Oe-mail:y,zaidan＠yamatofukushizaidan・orjp
o治体(関係機関を含む)または学識経験者のいずれかが橘成員として参加していること。・環●

｡。＠④｡●｡｡⑨⑨⑤、｡｡⑤

。。。ゆ。。●這省iiiIiﾇ自然保護事務所または都道府県庁の自然保護担当部局の推薦を受けられること。●
｡

●

･ｶﾒｲ社会教育振興財団｢青少年の社会教育活動に対する助成｣‘,麓謡欝H撫駕脇維繍欝;により100万円を上限・
●

●対象率業③社会教育団体､または青少年を対象とする団体が行う青少年の健●申請締切③４月7日(金)(必着）
、全育成のための社会教育活動､またはこれを促進するための事業●【剛財団法人自然公園財団自然保護ポﾗﾝﾃｲｱﾌアンド担当●

●助成額⑤上限100万円以内(予定）〒105-OOO3東京都港区西新橋2-11-6ニュー西新橋ビﾙ8階●
TEL:０３－３５９２－１１７１FAX:03-3592-1175

.蕊蝋溌巽鵬蕊鵜:iN:謡繍撫駕謡鶴｡RL:http:"iIwwilbeso刺p/nature/fand"and-5姉m…il:bes､besorjp・
●団事務局宛に請求するか､下記の財団ﾎーﾑページより申請書をダｳﾝﾛードしてください。＠ｐ，。②②唇、⑨③｡,。。。。｡｡、、。。。｡｡“。③。。④｡｡。●

●

:騨醗淵篭蕊蓄撲郷撫甜測議：聯倫子環境'継測助成墓霊 ｇ

･肇;i:繍冒謡謡難効） ●助成対象、日本国内における自発的で､継続的な環境教育や地域における環８

０審亭などの活勤(業として行う活動は除き議す)で次のよう芯形態の活動｡●【問】財団法人カメイ社会教育振興財団
０●〒980.0022宮城県仙台市青粟区五橘1-1.23TEL:022.264.6543FAX:022-264.6544●①実践活動(観察会､リサイクル､植栽.環境修復等）

●URL:http://www,kamei､cojp/museum／e-mail:|〈upu-kupu@syd,odn､nejp●・会員以外の一般市民の協力､参加が得られ､効果が十分期待できること。８

。。。。｡。｡。◎｡。｡。。、。。⑤。。。⑨。。②。，、。｡⑥。。。。・・②普及啓発活動(環境講座･教室の開催､パンフレットの作成､広報誌の作成、ｇ
教育教材の作成等）

●国際ボランティア貯金の寄附金の配分申請に関するご案内、啓発効果が十分期待でき､広報資料.図書等の配布方法等が適切であること。
③調査活動(野生生物の調査､水質等の調査･分析､環境情報の収集･提供等）Ｑ●対象＠次に掲げる要件のすべてを満たしていること。

●０鋼の銅に基づく職途上にある海ﾀ,の,蝿の住民の福祉の向上に寄与するための鋤(天災その僻常の災●・学生･生徒や一般市民の参加が得られ､啓発に資する内容であること。（専門６
・害姓U燭台に捌るその災害を受けた洞ﾀ,のi鯛の住民の鵜の綴を敵すための鋤を含む｡)に関する・家･会員のみで一般市民等の参加が少ない活動は除きます） ＠

.舞似下｢鋤蝶!という｡)を識蝿割腫目卿とし鰯い調'跡似下侭雛細則という｡'で認謡蕊議繍鯉｡｡6年度(４月旧~翌３月３，日)内とします。 ｇ

･鵜蹴騨謝輩輔輔摺欝貴卸飛棚…。・蕊集潮間･蕊'回↑月5日~２月]5日第２画４月旧~５月]5日第３画｡｡
●月１日～８月１５日(予定･消印有効）ｑ

●申請受付期間ｅ３月１５日(水)まで(消印有効）

:罷鰯隙閲灘繍繍懸耀避籍蓄塞皐繍瀦騨瀞慧聯霧扇‘０
･簡鱒醗漂i撫霊繍製鱒蕊;i震建１．。URL:http:"wwwjeasorjO

●
●〒１００－８７９Ｂ東京都千代田区霞が関1-3-2

8●TEL:03.3504.4137.4097URL:http://www､yu,chojapaI1postjp/volunteemost／●
ae-mail:posiva@japanpostjp● ８

ｇ
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■
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■
■
自

囚
■

1.歓びを歌にのせて』３月７日(火)～２６日（日） ◆リクエスト受付中！

|1私の頭の中の消しゴム』３月,日(水)～,９日（日）灘緊)１噸蕊|蛎繊i零瀦?獣ｷ､ﾌｧｯｸｽ､談た

０
８
８
８
８
８
８
０
息

５月｡６月の掲示板情報募集中1騨謙繍毒譲蝶鰯鞠是さい。

『親切なクムジヤさん』３月２１日(祝)～３１日(金）壱回入替制１６:OO以降の回1,200円均一ｻー ビｽ
・料金は作品によって異なりますTEL:O77-522-S191

『ｵベﾗ座の怪人』３月１５日(水)～23日(木）：灘禦品職-ｻー ビｽ滋賀会館ｼﾈﾏﾎー ﾙ

評

ノ



３月18日(±)13:00～17:ＯＯ・カモシカ食害防除作業ﾗﾝﾃｨｱ
●内容⑧記念講演角野文彦さん(長●土山･はるの作美
浜保健所長･医師）

｢不萱校ひきこもりの子どもの心理･間薫亨謹蛎繍噸と親の対応」

交流会(小学校･中学校高等学校･青年）現場から考えます｡１日だけの参加も歓迎。
場所､勤労者福祉会館(彦福市大東町428）●日程③３月18副±)i200龍飴-2旧仙捌妨議

参加費③500円(資料代）※申込不要●場所、甲賀市土山町内

(闇,豊嘩否不登校闇題麓闘県漣絡会・蕊繍摘撫繍ｌ
託児②あり(要事前連絡）

TEL:077523.3715FAX:077.525.5364●食費･保険代･資料代込
宿舎③繕i←ﾙ(顎耐jmI雌MBn748661513）

。。。。。｡。ｆ申込方法③八カキに下記内容を記入のうえ｢土
山|湊係｣言で｡もしくは下記ﾎー ﾑベー ジの甲込み

第１２回びわ湖問題講演会
ﾌｵー ﾑﾒー ﾙから講し込みください。

く阜込受付農､書しぃ案内を送付し斎す〉
陸４月22日(土)１５:００～１７:００

畷入内容:1.氏名(ふりがな)２雨3.電黍号4．

内容●宮本憲一前滋賀大学学長の●生年月日(年豊)5.唖型６.参jiIi日置倒誌間）
講演｢びわ湖と滋賀の環境再生」７.短手段(車/電車)８鑑の有馬9質問など
場所③明日都浜大津･大津市ふれあ申込締切②３月１３日(月)消印有効

いブラザ5階大会議室申込み＠ﾃ522.0027認i領詔飼112313
参加料、無料●西村知記方｢土山作業係」

【問ｌびわ湖の会西田清●【問】かもしかの会関西･事務局
TEL:Ｏ７７－５２４－６８６０ＴＥＬ/ＦＡＸ:Ｏ７５－５０２－４２５５

ＵＲＬ:http://www.pu｢e,nejp/~j-se『ow／

e-mail:se『ｏｗ＠pu｢e･nejp

ベント

勉謹会交流会

３．４月
ここに掲載できなかった情報はセンターホームページに掲載しています。http:"ｗｗｗ・biwa・nejp/~Ohmi-net

第５１回不登校･登校拒否を考える会臼
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2006春休み子どもｷｬﾝブ
内容②子どもの健康が気になる方､日々

たけたけ探検隊~竹であそぶ2日間～
の食生活に疑問や不安を感じている

し３月25日(±)～26日（日）１泊2日方にぜひｵｽｽﾒしたい講演会です。
【第７弾､八日市】

内容③竹を自分たちの手と足で取り日時ｅ３月１２日旧l13SO~15:30侵付13:00~）

に行くところからはじまるこのキヤン会場③ｼｮｯﾝグプﾗザｱビｱ4Fｱピﾌﾌﾎー ﾙ

プ｡竹には不思議がいっぱい1竹の不【第B弾、守山】
思議にもふれながら､作ってあそぶ２日時⑲４月22日仕)13:30~15:30(受付13:00~）
日間です！会場⑳守山市民ホール小ホール

リ場所③滋賀県立荒神山少年自然の家(画飾）【第９弾in長浜】
対象③新小学4年生～新中学3年生日時、４月23日旧)13:30~15:30侵lijl3:00~）
定員③先着20名会場③長浜市民会館集会室

参加斑②４，５００円(宿泊費･食費．参加費③前払い800円､当日払い1.000円
保険代･プログラム費･通信費等）託児、1歳以上(定員有）
■申込みee-mail･電話･FAX･郵送の申込方法、電話･FAX･メールのい
いずれかで下記事項をお知らせくだずれ力､でお申し込みください。
さい。①お名前(ふりがな)②生年【問】諏緩と子どもの毒を考える裁買支部
月日紗性別④新学年(４月からの学年）TEL/FAX:O77-55B-O538

D⑤郵便番号･住所⑥電話番号⑦あれｅ,mail:saori,Watanabe@mx,Ｓｃ､.tv(渡辺）
ばE-maiIアドレス③参加動機⑨何を

＠回｡Ｏ⑨ ｡｡

,:編鰯繍たのか
'1悶鵬臆学び書わのたれ(山田三井)溺窯総蒙卜.ﾏﾁ剛」
テ521.1222頁迩而佐野町501.20

TEL/ＦＡＸ:Ｏ７４８－４２－３６９ｇ 傍３月１５日(水)１８:30～20:３０
URL:http://wwwh7.dionnejp/Wanotane／

e-maiI:wanotane＠s3.dion,nejp内容③ＮｐＯ市民熱人では､さまざま
、

。。｡。、｡。⑤。⑤なゲストを招いて熱人談義を開催し
ています。今回は､滋賀の新聞づく

第１４回びわ湖長浜ツーデーマーチリに関わってきた二反田隆治さんを
ゲストに開催します。

傍５月１３日(±)・１４日（日）

（雨天決行､'日だけの参加も可）塑謡毒I蕊;蕊霧噺）
主会場.ゴール⑨長浜市豊公園噴水広場話題提供者ｅ二反田隆治さん(滋賀
参加賀③〔事前〕一般1,500円中●環境ビジﾈｽﾒﾂｾ実行委員会事務局）
●学生以下500円 参加費、500円

〔当日〕一般2000円中学生以下800円【問】ＮＰＯ法人市民がささえる市民
申込方法、参加申込書と参加費等活動ネットワーク滋賀
を添えて下記の方法でお申し込みくFAX:O77-522-2gg7
ださい。e-mail:yoshi-ab＠ｍx・biwane,ｊｐ

ＤＱ)最寄りの郵便局からの郵便振込｡
｡ ⑨ＱＣ｡

②実行委員会事務局へ現金書留。

③実行委員会事務局(長浜市民会館内)ﾍ唾。講演会｢七カ国語を話す日常がある」
耶前申込締切⑰４月30日(日）～世界の言葉が､ボクの､キミの、

:撫霊鶏;繍雲灘i，ｱﾅﾀの謀に藤る～
、TEL1074964.5151FAX:0749.64.5152内容③人間は誰もがもともとどんなこと

ばでも身につけるチカラを持っています。

ロ

じょうぶな子どもをつくる基本食
～幕内秀夫氏講演会～

参加者募集

子

平成１Ｂ年度生命保険協会 ｑ

｢子育て家庭支援団体に対する助成活動」
ｇ

助成対象団体⑤就学前の子どもの保識者等(妊婦等を含む)に対する支援活動ｑ

纂溌轍鰯糞悪ｉｊ編幾M繍雪§鰐護摩‘
助成対象活動、日本国内における就学前の子どもの保護者等(妊婦等を含む）ｑ
に対する支援活動ｑ

助成金額②上限25万円助成金総額1,400万円以内 ０

助成対象期間⑬2006年８月～2007年３月に実施する活動

申込方法等、所定の｢助成申請書｣に必要事項を記入し､原本とコピー,部を、ｑ
所定の添付書類とともに､４７都道府県にある地方事務室(全国に54事務室）ｑ

へ送付。(持参､FAX､Ｅメールは不可）ｑ

申込期間③３月24日(金)まで（消印有効） ｑ

【問】生命保険協会広報部(吉津）〒100.0005鳶謁千lf田函の内3.4.1葡醗ピﾙ3階ｑ
TEL:Ｏ３－Ｂ２８Ｓ－２６４３ＦＡＸ:ＯＢ－Ｂ２Ｂ６－２７３０

ＵＲＬ:http://www,seiho.o｢jp／ Ｑ

Ｑ
ｐＯ⑫⑨、Ｃ⑨⑥｡⑤｡⑨③③⑨②⑤｡⑤⑨④。｡｡｡｡⑧⑨⑥

Ｇ

平成1Ｂ年度｢街なか再生NPO等助成金｣公募

助成対象地域、市町村の中心として役割を果たしている｢街なか」ｑ
対象分野、下記の項目で､街なか再生に寄与すると考えられる事業を対象とします。

ｑ

心まちの資源(歴史的建造物､産業遺産)を活用する取り組み②まち特有の文化､伝統

を活用する取り組み③まちの新たな魅力､可能性を探る取り組み④まちの環境景観ｑ
を向上する取り組み⑤まちを活性化するためのまちの維持管理運営に係る取り組み８

:a街なかの土地区画整理事業等の面整備を推進する取り組み

なお､一過性のイベントや､単なる八一ド整備ではなく､継続性のある事業を対象とします。q
対象団体③主に､まちづくりに関心を持ち､活肋･運動･事業を行っている次のいずれかの法人。

q法人格を取得しているNPO②法人格を取得している中間法人③面整備の準備組合６
対象用途⑬活動･事業に必要となる経遜とし､団体を運営する上で経常的Iこかｑ

かる経費は対象となりません。助成額:上限50万円助成総額200万円以内ｑ
募集期間③３月３１日(金)まで(消印有効）

【問】財団法人区画整理促進機構街なか再牛全同支援センター
●

街なか再生NPO助成金担当(山形）

〒102-ＯＯｇＢ東京都千代田区平河町2-3-11化雲半刈lijjビル3階

TEL:03.3230.8477FAX:03.32304514URL:http://Ｗｗ,sokusin,oIjp/In3chin3ke/indexhtmlO
e-maiI:maiI＠sokusin,orjp｡

勉誇会交流会

，森とつながる住まいづくりﾌｫーﾗﾑ蝋壱…'』｡詞しい陛派へ巳蒙㈱
、

陽３月12日(日)13:ｓｏ~16:４５黙:鰯嘉』鮭]6:００
，内容③高島の森とつながる住まいや暮らし●に】３月２１日(火･祝)１４:００～１６:ＯＯ
の魅力について､一緒に考えてみませんか。場所③大津市ふれあいブﾗサ中会議室
俳優渡辺篤史氏の講演､学習発表会､パネル【３１３月２６日(日)１１:OO～１３:ＯＯ
ディスカッションなど。 場所③ﾎﾃﾙグﾗﾝヴｨｱ京都(京都駅ビﾙ）

場所⑬安曇川文化芸術会館 【４１８月２B日(火)１０:30～１２:３０

参加費、無料(申込不要）場所⑳ﾎﾃﾙグﾗﾝヴｨｱ霧I(誌Ｉ駅ピﾙ）
【問】安曇川流域.森と家づくりの会参加費③無料(託児あり･要予約）
〒520.0241大津市今堅田2-18-16【問】言語交流研究所ﾋﾂポﾌｱﾐﾘーｸﾗプ
TEL:077.574.3225FAX:077.573.2421TEL:0120-557761(平日9:00~18:00）

ＵＲＬ:http://www･ｍｏ｢i-iecom URL:http://www・lexhippo､grjp

e-mail:info＠ｍｏｒｉ－ｉｅｃｏｍ

戸司

８
口

新しい可能性や価値霞の発見､世界の人々

とのふれあいなど､外国語という憩念をな

くし､多言語が広げる新しい世界へご案内

‘

情報 Ｂ ０ Ｘ

助成金情報



安心して暮らせるはずの日本が今、変質して

いる。なにがそうさせたのか。問題の所在を明

確にすることが大事だが、犯罪は待ったなしで

起こる。対症療法としての防犯活動は益々重要

になっている。

(編集ボランティア森口）

この冊子は､大豆インキおよび再生紙を使用しています。

◎無断転戦を固くお断りします。

この情報誌は古紙配合率'００%再生紙を使用しています。値謹乏
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おうみ未来塾活動発表会の
お知らせ

「おうみ末来塾」第８期生塾生募集
あなたも「地域プロデューサー」をめざしませんか！

郷

◇『おうみ未来塾j'とは

市民活動やNPOが社会的に力を付け、地域運営

の一翼を担う時代となった今、行政・企業とパート
ナーシップを築きながら地域課題の解決に取り組む

人が求められています。

おうみ未来塾は、こうした新しい地域課題に取り

組む魅力ある新しい市民のリーダー「地域プロデュ

ーサー」が育つ塾を目指しています。おうみ未来塾

は、これまで既に６期約140名の卒塾生を輩出し、

県内各地域で「地域プロデューサー」を目指して活
発な活動を行っています。

◇塾の特徴

(1)塾生の主体的な参加による塾づくりを基本とします。

(2)地域や分野を越えての多彩な塾生で柵成します。
(3)塾生による可塑性をもったカリキュラムづくり
により創造力を養います。

(4)幅広いネットワークの形成を目指します。

(5)講義を聞き､実践例を学び､地域で実践します。
(6)２年間の活動のうち後半は、地域・テーマによ
るグループ研究を行います。

◇調師・指導者（予定）

塾長、おうみ未来塾運営委員のほか、以下の諦師
を予定しています。

・阿部圭宏さん(NPO臆Aiiﾗ跡ささえ諦民震ﾈｯﾄﾜー ｸ瀬|樹
・井口貢さん（京都橘大学文化政策学部教授）

第６期生がグループ研究活動の成果を発

表するとともに、７期生が入塾後これまで

の活動について報告します。

◇日時：2006年３月１１日(土）
１３:３０～１７:ＯＯ

◇会場：県立県民交流ｾンター

305会議室(ピアザ淡海8階）

■

｢私の花いじな場所公共施設の市民運営を考える」
協働→参加のまちづくり市民研究会編

NPO法人市民活動情報ｾﾝﾀー ･ﾊﾝズｵﾝ埼玉発行1,000円

ﾛ･再１－
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』名神大津ＩＣ

情報交流誌「おうみネット」
編集ボランティアを募集します1１

滋賀県の市民活動に関するさまざまな情

報や活動団体の取り組みを紹介する情報交

流誌「おうみネット」の編集ボランティア

を募集しています。

編集ボランティアは、２か月に一度のお

うみネット編集会議に参加して、誌面構成

にや記事内容についての意見を述べるほか、

実際に活動団体に対する取材を行います。

◇募集時期：随時

◇応募方法：淡海ネットワークセンターま

でご連絡ください。

◇塾生の決定と入塾式

おうみ末来塾運営委員会の選考を経て、４月下旬

に応募者に結果をお知らせします。
入塾式：2006年６月１１日（日）

会場：県立県民交流センター(ビアザ淡海）

◇塾生募集説明会

[大津会場]日時：３月１１日(土）１ｏ:CO～１２:ＣＯ

会場：県立県民交流センター(ピアザ淡海）
[高島会場]日時：３月１８日(土）１０００～１２:ＯＯ

会場：高島地域地場産業振興センター

[米原会場]日時：８月１９日（日）１０:OO～１２:ＯＯ
会場：県立文化産業交流会館

◇応募方法と締切

締切日：４月20日（木）［必罰
次の①~⑥について記入のうえ、郵送、FAX，Ｅ

メールで「淡海ネットワークセンター」まで申し込
んでください。

①テーマ：「私が思う『地域の課題』。この課題に
どう関わるべきか」について、おうみ未来塾で学ぶ

ことへの抱負を含めて藩いたもの（800字程度)②
名前、性別、年齢③住所④連絡先（醗話、FAX、Ｅ
メールアドレス）⑤勤務先または学校名⑥所属の市

民活動団体、市民活動・地域活動の経験

国お問合せ・申込先／淡海ネットワークセンター

◇システム

塾の受講期間は２年間（２００６年６月１１日～

200B年３月まで）です。概ね月１回の開諦を基本
に、卒塾生や各地のＮＰＯのリーダーと交流しなが

ら、視察研修、現地調査も行います。

◇応募資格１８歳以上で、地域社会の課題解決や
市民活動に主体的に取り組む意欲のある人。

◇B期生募集人員２０名～25名程度

◇経費２年間で2万円の塾参加費（年1万円）が必
要です。また、研修地までの交通賀、視察研修の費

用や交流会参加費などは自己負担です。

◇塾長・日高敏隆(総合地球環境学研究所長）

◇おうみ未来熟iiIX蛍香員

運営委員長北村裕明（滋闘大学経済学部教授）

運営委員岡崎昌之(法政大学現代福祉学部教授）
〃岸田員代(NPO細(-ﾄﾅー ｼｯ･赫一ﾄｾﾝﾀー 綜雲）

〃辻川作男(NPO法人ギｬﾗﾘー ｼﾃｨ楽座理事）
〃藤井絢子(滋賀県閲境生活協同組合理事長）

編集綾記

ダルクの依拠するセルフヘルプの１２ステップ

の中に「ハイヤーパワーを信じること」という

のがあります。元は「神」という言葉でしたが

単なる宗教上の神をこえていることを表すため

ハイヤーパワーと呼ぶようになったといいま

す。人は見えない力、いろいろな「おかげさま」

で生かされていることを受け入れるということ

なのでしょう。社会的課題に取り組む者は決し

て見失ってはいけない視点だと思います。

(編集ボランティア松田）
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新刊書籍案内
｡

鴎

.ご;ＣＥＮＴＥＲＩＮＦＯＲＭＡｖＩＯＮ西：

淡海ネットワークセンター
(財)淡海文化振興財団

画〒５２Ｏ－ＯＢＯ１大津市におの浜1-1-20

国ＴＥＬＯ７７－５２４－Ｂ４４０画ＦＡＸＯ７７－５２４Ｂ４４２

国http://www･ｂｉｗａｎｅ.』p/~ohmi-net

図E-mail:ohmi-net＠ｍx・ｂｉｗａｎｅ･ｊｐ

ご利用日時③月曜日と祝日の翌日を除く毎日（１２/29～1/3を除く）

火～金曜日／g:OO～１９:００±･臼曜日､祝日／g:OO～１７:ＯＯ

、淡海ﾈｯﾄﾜー ｸセンターの梢報交流肺｢おうみﾈｯﾄ｣は次のところに配布しています。
･各地域振興局､県民梢報室､県内図播館､琵琶湖博物館､男女共同参画センター､文化産難交流会館､陶芸の森、
草津まちづくりセンター､県社協ボランティアセンター､大津市生涯学習センター､栗東芸術文化会館さきら､滋賀銀行、
滋賀県信用組合､郵便局(ボランティア貯金窓口)､公民館など

「外郭剛体巡常の時に比べ､いくら節約できた｣など､指雄糾:靴:洲i１度導入の成果は､経世IWiか

らのﾒﾘｯﾄで計られがちです。

施設の成果は､地域の堆澗抑腿を解決するという目的をいかに果たせたかが重要なのであって、

そのために市民が､サービスの提供符と利用者という関係を超え､公共の主体的な担い手として巡

蝋に参加していくことの愈蕊を､多くの事例を示しながら訴えています。｢宮から民｣だけで語られる

乱暴な議論への鮮鈍とも筒える一冊です。

※淡海ネットワークセンターが本誌上を通じて募集

する講座等の申込に際して記入いただく個人慌報に
ついては、下記の目的以外に利用しません。また、

個人儒報を第三者に提供することもありません。

・講座等の開催にかかる連絡
，講座等の企画

■
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■
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